
資料１ 

  当事者団体等からいただいた主な意見 

 

境港市精神障害者家族会 計画への反映や今後の方針等 プラン 

特別医療費助成が数年前に２．３級も対

象になったが、非課税世帯のみなので、

対象者を拡げてほしい。 

精神障害者保健福祉手帳２・３級を所持して

いる方についても、令和３年７月受診分から

市単独で助成対象としました。その際、県内

他市町村の状況や既に対象としていた身体障

害者手帳３級・療育手帳Ｂを所持している方

への助成内容も踏まえ、住民税非課税世帯を

助成対象としました。 

特別医療費助成制度は、特に医療費の助成を

必要とする方への助成制度であり、一定の所

得制限を設ける必要があると考えております

ので、現在のところ助成要件を拡大する考え

はありません。 

 

精神障がい者の相談員を市から任命し 

てほしい。 

精神障がいに関する市民からの相談等につい

ては、市であれば、主に保健師がお話を聞か

せていただいておりますが、相談員について、

県内の状況等について調査し、検討したいと

思います。 

 

精神障害者保健福祉手帳の更新の際に

必要な診断書料について助成してほし

い。 

他市町村の状況や動向を確認しながら、検討

したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料１ 

境港市障がい児者育成会 計画への反映や今後の方針等 プラン 

重度の知的障がいのある方は、多動や奇

声が出ることがあり、境港市民図書館の

利用がしづらいので、利用しやすくして

ほしい。 

図書館運営にあたり、ミッション２に「多様

な利用者への対応を目指したサービスと場を

提供します。」と掲げ、障がいの有無にかかわ

らず、誰もが利用できる図書館を目指してい

ます。だからこそ、気になさらずにどんどん

来ていただき、利用していただきたいと願い

ます。本人の意思に関係ない、多動であった

り奇声であったりを図書館職員が咎めること

はありません。当然そういった状況であって

も、図書館として他の利用者の方にも理解し

ていただく努力はしていきます。さらに、図

書館として受け入れていただく雰囲気や、気

になること・心配なことがあれば、図書館職

員に気軽に相談できる雰囲気や体制をつくっ

ていきます。また、公共施設でもあり教育施

設でもある図書館を、いろいろな方と一緒に

過ごすにはどうしたらよいのかを少しずつで

も学ぶ場に使ってもよいと考えています。例

えば、休館日などに、職員とともに利用の仕

方を学ぶ時間をとったり、館内に慣れる時間

をとったりすることで、ご本人や保護者・関

係者の方が安心したり自信がついたりするの

であれば、図書館はそういった機会をぜひと

りたいと考えています。 

P.24 

追加 

日常生活用具給付事業で紙おむつへの

給付もあるが、２０歳未満の療育手帳 A

所持者の方だけでなく、対象者を拡大し

ほしい。 

令和３年度に対象者を拡大し、左記の方にも

現在給付を行っているところではあります

が、近隣の市町村と格差が生じることのない

よう、調査を進めていきたいと思います。 

P.22 

障がいのある家族を病院へ連れていっ

たときのサポート体制を充実させてほ

しい。 

病院だけでなく様々な場面において、障がい

のある方に対して手助けや配慮を実践するこ

とが、障がいのある方が暮らしやすい社会を

作っていくことにつながっていくと思います

ので、あいサポート運動をさらに広げていく

ために、あいサポート運動を委託しておりま

す団体とも連携していきたいと思います。 

 

 

 

 

P.29 
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境港市障がい児者育成会 計画への反映や今後の方針等 プラン 

ほっとはあとイベントにおいて、障がい

のある方と一緒に何かを作ったり、一緒

に運動したりということがあると、さら

に障がいに対する理解が広がると思う。 

今年度実施しましたほっとはあと福祉イベン

ト終了後、実行委員会にて振り返りを実施し、

来年度実施しますほっとはあと福祉イベント

は、障がいのある方とない方が交流できるよ

うなイベントにする方向となっておりますの

で、来年度も引き続き、実行委員に入ってい

ただき、一緒に考えていけたらと思っていま

す。 

P.29 

重度の知的障がいのある方が入居でき

る２４時間対応のグループホームを市

内に設置してほしい。 

これまで、圏域の事業所との意見交換や、市

内の障害福祉サービス事業所へのアンケート

を行った結果、安定的な経営をするにあたり、

報酬単価の低さなどが指摘されたことから、

事業者の安定的な運営及びサービス提供が可

能となるように、報酬単価の見直しなどの必

要な措置を講ずるよう全国市長会を通じて、

国に要望しております。今後も引き続き要望

してまいります。 

 

P.21 

P.26 

 

境港市身体障がい者福祉協会 計画への反映や今後の方針等 プラン 

障がいのある方や高齢の方が運動機能

を回復できるようなトレーニング施設

があるとよい。 

 

 

 

市民体育館にもトレーニング器具を整備して

おり、開館時間（午前９時～午後１０時※水

曜日、年末年始は休館）であれば、いつでも

ご利用いただけます。利用料金（１時間）は

小中学生３０円、高校生４０円、一般７０円

と利用しやすい金額となっております。なお、

障害者手帳またはミライロＩＤ（アプリ）を

窓口でご提示いただくと利用料が免除されま

す。 

P.26 

追記 

文化ホールの駐車場が正面入り口から

遠く、足が不自由な方が困っている。裏

口に障がいの方用の駐車スペースを確

保して、裏口から入れるようにしてほし

い。 

 

 

 

 

現在、文化ホールの改修工事を予定しており、

文化ホールの正面入口から東側（県道側）の

位置にも新たに駐車場を整備し、入口に近い

区画（３台分）を多目的駐車場にするととも

に、正面入口付近に屋根付き多目的駐車場（２

台分）を整備する予定です。 

P.26 

追記 
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障がい当事者及びご家族の方 計画への反映や今後の方針等 プラン 

音に敏感な障がいのある子にとって、運動

会等で使われるピストル音はとても恐怖

である。ピストルにこだわらず笛に変える

などの配慮を適宜してほしい。 

こういった子どもたちが一つでも苦しい

と思うことを取り除いて、楽しく学校生活

を送ることができるようにしていくこと

もインクルーシブ教育ではないのか。 

聴覚・視覚・触覚・臭覚などの感覚が過剰に敏

感な児童・生徒が一定数、小中学校に在籍して

いることは認識しています。現在、本市もイン

クルーシブ教育を進めており、児童・生徒に対

しては、保護者相談、園からの引継ぎ、医療関

係との連携などを通して、特性に配慮した支援

を行っているところです。 

多人数で一斉に行う授業や行事、特に大きな音

が出る行事については、スピーカーの音量を下

げたり、大きな声での指導を控えたり、また、

当該の児童・生徒がノイズキャンセラーの使用、

その場を一時的に回避させたりするなどの配慮

を行っているところです。 

すべての子どもたちが参加する学校全体の行事

について、その運営や教育効果を総合的に勘案

し、合理的配慮のあり方について、今後も検討

し改善できることは行っていく所存です。また、

教職員への啓発も進めていきます。スタートの

際のピストルの使用については、実態を把握し

た上で、使用について学校と協議していきます。 

P.24 

追記 

１歳や３歳児健診の際に発達障がいの疑

いがあるかもしれないことを何かお知ら

せしてもらえる機会があるとよい。 

幼少期において発達障がいが疑われる場合、「目

が合わない」、「言葉が遅い」、「他の子に関心が

ない」等の特徴が挙げられますが、発達状況は

個人差もあり、発達障がいかどうかの見極めが

難しい場合があります。 

健診時には、お子様の問診や診察の他、保護者

の方からご家庭の様子やご心配の有無等をお伺

いしながら、発達状況についてお伝えしていま

す。発達障がいが疑われ、保護者の方もご希望

やご不安がある場合は、医療機関の受診や再健

診をお勧めしています。 

また、保護者のご意向によって、受診を希望さ

れない場合など、ご家庭や保育園で経過を見て、

発達状況に応じた手立てをお伝えしておりま

す。併せて、子育てに関して、いつでも気軽に

ご相談いただける体制を整え、対応していると

ころであります。 

 

 

P.21 
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障がい当事者及びご家族の方 計画への反映や今後の方針等 プラン 

学校や保育園によって先生の対応が違う

ことを耳にすることがあるので、どこの学

校や園に行っても発達障がいのある子や

それ以外の子も受け入れができる体制に

してほしい。 

学校におきましては、管理職や教職員が特別支

援教育の視点をもって、どの児童生徒にとって

も安心安全な学校づくりを進めていくことが大

切であると考えております。そのために研修を

充実し、特別支援教育主任の育成、また、特別

支援教育主任を中心とした校内研修に努めたい

と考えております。 

また、幼稚園・保育園・認定こども園等におき

ましては、障がいのあるお子さんが安心して園

生活を送ることができるよう、必要な保育士等

を配置しており、園で勤務する保育士等を対象

とした、「発達支援勉強会」を年４回開催し、障

がいのあるお子さんへの関わりや、支援の方法

などをともに学び、実際の保育に活かしており

ます。また、相互公開保育、年齢別研修会を実

施し、学ぶ取り組みを行っており、各施設の特

色を生かしながら、保育の質や子どもへの支援、

保育環境の向上に努めております。引き続き、

障がいの有無に関わらず、市内のどこの園に通

っても、子ども達の育ちが等しく保障されるよ

う、努めてまいります。 

P.24 

追記 

特別児童扶養手当のことを知らない人が

いる。検索しないとわからないサービスが

たくさんあるので、わかりやすくしてほし

い。障がいのある子が利用できるサービス

がわかれば、すごく選択肢が広がって、助

かると思う。 

毎年４月号の市報に特別障害者手当、障害児福

祉手当と併せて制度案内を掲載するとともに、

市のホームページにも掲載をしています。また、

障がいのある児童が利用できるサービスとし

て、市内の児童発達支援・放課後等デイサービ

ス事業所について記載したものをホームぺージ

に掲載しているほか、パンフレットを作成し、

窓口に配架しておりますが、その他のサービス

についてもわかりやすくまとめたものを今後作

成していきたいと思います。 
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障がい当事者及びご家族の方 計画への反映や今後の方針等 プラン 

放課後等デイサービス等を利用する際に

開催されるサービス担当者会議への出席

などが、学校によって考え方が違ってい

て、みんなで障がいのある子を支えていか

ないといけないのに、とても残念なので、

改善してほしい。 

特性や障がいのある児童・生徒について、関係

機関との引継ぎや連携が必要であることは承知

しております。現在、学校では、主に支援計画

を作成し、それに基づき、保護者との話し合い、

校種間の引継ぎ、医療機関、療育機関との連携

を行っているところです。支援が必要な全ての

児童・生徒について、関係者とのきめ細かな連

携が必要であることは承知しておりますが、学

校現場としては、その時間確保に苦心している

状況もあります。関係する者同士が、信頼関係

に基づき効率的で有効な連携の在り方について

今後も学校現場と協議し、模索していきたいと

考えております。 

P.21 

移動支援事業で利用している事業所が日

曜日休みなので、日曜日も利用できるよう

にしてほしい。 

 

土日祝日は、相談により対応している事業所も

ありますが、人員不足により全てのご要望にお

応えすることが、難しい状況にあるようです。 

ご意見があったことは、境港市障がい福祉サー

ビス事業所連絡会で伝えさせていただきます。 

P.26 

境港市民図書館において発達障がいのあ

る子が少し騒いでしまうこともあり、注意

をされることがあり、居づらさを感じる。

どんな人でも利用できるように、例えば区

分けなど、そういった子向けに部屋を確保

するなど、なにか配慮があると開かれた図

書館になると思う。 

「境港市障がい児者育成会」での意見への回答

と同様。 

また、区分けについては、図書館の中に、スタ

ディルームとコワーキングルームという部屋が

あります。どうしても、動きや声が気になる利

用者を促すことはできます。 

障がいがある方を受け入れる雰囲気づくりを、

図書館をはじめいろいろな場面で考えていく必

要があります。 

P.24 

追記 

子どもが、公共の場でほんの数十分位しか

じっとしていることができず、動きたがっ

たり、大きな声で話をしたりする。人の目

が気になるので、あまりコンサートや公演

などつれていかないようにしているが、そ

ういった子どもでも行ける公演やコンサ

ートがあるとうれしい。 

境港市民交流センターの市民ホール客席後方

に、親子鑑賞室（個室）が整備されており、周

りを気にすることなく、市民ホールでの公演や

コンサートをお楽しみいただけます。管理事務

室窓口で申し出ていただくと、ご利用できます

ので、ぜひご活用ください。 
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障がい当事者及びご家族の方 計画への反映や今後の方針等 プラン 

障がいのある子どもの登校時のはまるー

ぷバスの利用を無料にしてほしい。また、

バスの席も特に雨の日などで利用が多い

と、立つこととなり、危ないこともある。

障がい者用の席があるとうれしい。運転手

の声かけも人によって差があり、障がいの

ある子どもにとって優しい環境ではない。 

障がいのある子どもがもっと学校へ行き

やすい環境を整えてほしい。無料が難しい

のであれば例えばスクールバスがあれば、

保護者も子どもも安心するのではないか

と思う。 

はまるーぷバスに乗った際に、ヘルプカー

ドの認知度も低く、ヘルプカードを鞄につ

けていても、席を譲ってくれない。バスの

中にヘルプカードの案内を貼ったり、困っ

ている人がいることをもっと周りにしっ

てほしい。 

はまるーぷバスの運行は、ご利用いただく方々

の運賃で支えていただいていますので、バスの

有償運行にご理解とご協力をお願いいたしま

す。バスの利用回数が多い方は、乗車ごとに現

金で運賃をお支払いいただくよりも定期券を購

入される方が大変格安となり、３カ月間１，５

００円（障がい者割引）でバスをご利用いただ

くことができます。優先席につきましては、は

まるーぷバスにもありますが、席数に限りがあ

り、高齢者の利用も多いため、必ずしもご利用

いただけない場合がありますので、利用できな

い場合は運転手にお声かけください。 

スクールバスについては、現在のところ導入は

考えておりませんが、経済的な支援や保護者の

寄り添いによる通学が困難な場合の支援につい

ては、教育委員会事務局にご相談いただければ

幸いです。 

また、ヘルプマーク（カード）につきましては、

バス車内に掲示するとともに、運転手の声かけ

などの配慮も含め、市と運転手全員で再確認を

行いました。バスの利用者だけではなく、市民

の方へ幅広く知っていただけるように、今後も、

ヘルプマークの啓発に取り組んでいきたいと思

います。 

P.29 

市内に肢体不自由児を受け入れる事業所

が少ない。米子市内には多くあるが、境港

市までの送迎がないため、対応してくれる

事業所を増やしてほしい。 

市内でも、肢体不自由児の受け入れの実績があ

る事業所もありますが、定員の関係で受け入れ

が難しい事業所もあります。また、米子から境

港までの送迎につきましては事業所によって対

応が異なるため、一度事業所にご相談いただき

たいと思います。 

P.21 

子どもが大きくなるにつれ負担感が増え

てきている。施設という選択もあると思う

が、誰もが犠牲にならずに在宅生活が送れ

るような支援、援助をしてほしい。 

障がいのある方が、将来どのように生活してい

くかの選択肢は様々であり、施設で生活するこ

とも選択肢の一つですが、個々の家庭の状況に

よって、様々な選択肢の中から、親の思いと障

がいのある子の意向をしっかりと踏まえた生活

スタイルを選ぶことが必要だと考えます。その

方にあった生活スタイルを一緒に考えていくの

が、相談支援専門員となりますので、気軽に相

談していただけたらと思います。 

P.20 
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長期休暇中の放課後等デイサービスや日

中一時支援事業の受け入れ時間の改善を

してほしい。 

長期休暇中の放課後等デイサービスの対応時間

は、最も開所している事業所で、９：００～ 

１８：００までです。日中一時支援事業所につ

いても同様で、月～土まで８：００～１８：０

０まで開所している事業所もあれば、平日９：

００～１８：００まで開所している事業所もあ

ります。事業所の営業時間は事業所で決めてお

りますので、受入時間改善の要望があることは

伝えてみます。 

 

手当の手続き際の提出書類がとても多い。

就労していると市役所の開所時間に行く

ことが難しく、郵送可となっているが、窓

口で手続きが必要なこともあり、何かいい

方法を提案してほしい。また、「子育て王

国鳥取県」となっているが、障がいを抱え

た時点で窓口が別枠となる。障がいの有無

に関わらず、子どもらしく育てる環境を作

ってほしい。 

児童手当につきましては、マイナンバーカード

を利用した電子申請が可能となっており、窓口

にお越しいただかなくても各種申請、届出は可

能となっております。また、障害児福祉手当、

特別児童扶養手当につきましても、窓口にお越

しいただかなくても、郵送での届出が可能とな

っております。 

境港市内の幼稚園・保育園・認定こども園等に

おきましては、障がいのあるお子さんが安心し

て園生活を送ることができるよう、必要な保育

士等を配置するなどし、一人ひとりの育ちを保

障できるよう努めております。引き続き、障が

いの有無に関わらず、こどもの主体性、人権を

尊重した保育環境を提供できるよう、改めて認

識を共有したいと思います。 

 

休みの日にどこか連れて行っても自由に

のびのび遊ばせることが難しく、周りを気

にして気疲れし億劫になることもある。障

がいの子ども達が、自由にスポーツやダン

スなどできる施設があるといい。 

令和６年度に、境中央公園をリニューアルする

予定としており、小さな子どもからお年寄りま

で、障がいの有無に関係なく、多世代が豊かな

遊びと交流を広げることができるインクルーシ

ブ公園として改修を予定しております。 

P.26 

追記 

仕事の後、買い物等に行きたいので、放課

後等デイサービスの閉所時間を１８時よ

りも、もう少し遅い時間にしてほしい。土

曜日は１０時から１７時までだと仕事が

短い時間の勤務になってしまうので、長く

してほしい。日曜日・祝日も利用できたら

うれしい。 

１８:００以降も対応可能な事業所はありませ

んが、事業所によっては土曜日の９：３０～ 

１７：００まで対応しているところや祝日も受

け入れを行っているところがあります。 

また、１８：００以降の預かりの方法としてフ

ァミリーサポートの利用が可能です。通常は、 

７：００～１９：００の間での対応となります

が、支援者が対応することができれば、１９：

００以降でも支援が可能です。 

 

 


